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2020～2021  会長 数 納 孝  幹事 藤 森 和 彦 

◼ 会長挨拶 数納 孝君 

桜が満開となっております。開花日も１953 年の統計開始から史上最速だそうで

す。1月から暖かい日が多かったからのようですが、何となく年々早くなっているよ

うな気もいたします。この暖かい陽気の中、先週諏訪湖畔におきましてオリンピッ

クの聖火リレーが行なわれました。多くの観客の声援を受け無事長野県の最終ラ

ンナー小平奈緒さんへリレーされました。聖火リレーは 3 月 25 日に福島県を出

発し 7 月 23 日の開会式で国立競技場の聖火台に灯されます。オリンピックが予

定通り行われる事が期待されます。今月のロータリーは、母子の健康月間です。

母子の健康といいましても中々ピンとこないとこもあるかと思いますが、ロータリー

活動の中でも重要な部分を占めております。毎年、5 歳未満で命を落とす子供は、世界で推定 590 万人もいるそうです。

その原因は栄養失調、適切な医療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。そこで、ロータリークラブ

は予防可能な原因で、母親と子供達が命を落とす事などあってはならないと考えているようです。すべての母子が、質の高

い医療を受けられるよう、そして出産で命を落とす母親がいなくなり、子供がすくすくと成長できるように、支援活動を行って

います。ロータリーの補助金の中で母子の健康は、6 つの重点分野の一つとされております。日本とブラジルのクラブがロ

ータリーの補助金を利用して、新生児の命を救う救命機器を病院に提供したり、他にも予防接種をはじめ安全な出産、医

療従事者への支援活動などがあげられます。ポリオの撲滅もその 1 つです。先日、県内もコロナ感染第 4 は到来と報道さ

れました。ネガティブな気持ちになりがちです。コロナ禍に見舞われて 1 年がたちますが、この 1 年間で私たちの常識が変

わり、日常は大きく変化しております。この変化を認識し対応し、実践する時が来ていると思います。ワクチンの接種も始ま

りました。なんとか、今年の秋頃までに終息の道筋が見えて来ることを期待しています。 

◼ お客様 伊藤 博夫様  浜 康友様  田中 貴一様 

◼ 幹事報告・理事会報告 藤森和彦君 

○ 本日の例会は、 穴山歴史研究家 伊藤博夫様の卓話です。 

○ 例会終了後、第 13回理事会を行います。 

○ 4月のロータリーレートは 1 ドル 110円です。 

○ 4月例会プログラム・行事予定（社会奉仕委員会） 

4月 11日（日） 地区研修・協議会 

4月 13日（火） 指定休日 

4月 20日（火） 夜間例会 19時マリオ 

4月 24日（土） 諏訪グループチャリティーゴルフコンペ 

諏訪湖 CC 

4月 27日（火） 指定休日 

◼ 出席報告・ニコニコＢＯＸ 出席 26名（出席率 70.2%） ニコニコ BOX17名より 42,000 円 

数納孝会長「伊藤様、浜様、田中様、よろしくお願いしま

す」 

両角匠一君「伊藤様、浜様、田中様、宜しくお願いします」 

永田英敬君「結婚記念 51回になりました」 

◼ 今月の誕生日 平林辰夫君  大蔵貴順君  田中一幸君 

◼ 今月の結婚記念日 永田英敬君  赤羽武應君  石川秀一君  数納 孝君  大蔵貴順君 

 岩波嘉寿夫君  栗原 等君  藤森和彦君 

◼ 例会プログラム 穴山歴史保存会 主宰 伊藤博夫様 

「民芸と工芸の美」 

両角春斎を始祖とする穴山の漆器 

 


